
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 基本目標別、施策の方向性と基本施策 

 

基本目標 1 生涯食育の推進 

（視点：からだ） 

基本目標 2 共食によるコミュニケーション

の推進  

     （視点：こころ） 

基本目標 3 食でつなぐまちづくり 

（視点：くらし） 

指標総括表 
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食育の推進に当たって、第２次プランの評価をみると数値の改善がみられる

ものもありますが、改善がみられていないものも多く、特に基本目標１の成果

指標の達成率が低い状況にあります。 

本市が目指す食育の基本理念の実現に向け、３つの基本目標ごとに目標値を

設け、関係機関等と連携し、プランを推進します。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための「新しい生活様

式」の実践が求められる中、朝食をきちんと食べ、必要な栄養をとるなどの食

育の取組は、体の免疫力を高めることにもつながります。プランの推進に当た

っては、厚生労働省が示している「新しい生活様式」の実践例等を踏まえ、基

本施策を実施していきます。 

 
＊【評価指標】の現状値は令和元年度（※は令和２年度）、目標値は令和７年度の数

値です。 

 

基本目標１ 楽しく食べて健康なからだをつくります 

       ～生涯食育の推進～ 

健康を保つためには、市民一人ひとりが食に関する知識と理解を深め、 

１日３食規則正しく食事をとるなどの望ましい食習慣を身に付け、健康的な

食生活を実践することが必要です。生活習慣の基礎づくりとなる子どもの頃

から、食に関する意識や関心を高め、健康なからだづくりにつながる食生活

が実践できる力を付けるため、（１）食習慣の向上、（２）食を通じた健康づ

くり、（３）食に対する理解の促進を基本の方向性として定め、食育を推進し

ます。 
 

 (1) 食習慣の向上 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

朝食欠食の割合 ３歳児 ３.６％ ０％に近づける 

小学生 ６.１％ ０％に近づける 

中学生 １０.７％ ０％に近づける 

２０～３０歳代男性 ※２０.５％ １０％以下 
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【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

①妊娠中からの
食育の普及啓発 

・おめでた家族教室の実施 
 
・母子保健コーディネーター等による母子健康手
帳交付時の妊婦面接の実施 

こども家庭支援課 

②認定こども園
や学校、各事業
等における「家
庭における食
育」の普及啓発  

・乳幼児健康診査等（４か月児、７か月児、１歳
６か月児、２歳児、３歳６か月児）における栄
養教育、栄養相談の実施 

 
・親子食育推進事業（離乳食セミナー、幼児食と
歯のセミナー等）の実施 

 
・食育講演会等における食育の普及啓発 
 
・はだの食育通信の発行 

こども家庭支援課 

認定こども園における普及啓発 
・給食だより等の食育情報誌の発行 
 
・給食試食会の開催による保護者への支援 

保育こども園課 

学校における普及啓発 
・栄養教諭による啓発（給食だよりの発行等） 
 
・給食試食会の開催による給食及び食育の理解促
進 

教育指導課 

・子育て支援センター「ぽけっと２１」等への食
育の情報提供等 

子育て総務課 

③ボンチーヌに
よる「早寝、早
起き、朝ごは
ん」運動の普及
啓発 

・市内幼稚園、保育所、認定こども園等に出向
き、園児や未就園児と保護者へ食育キャラクタ
ーを活用した食育の実施 

こども家庭支援課 

④食に関する指
導の充実 

・学校における給食を通じた食育（食のマナーの
向上等） 

 
・中学校における各教科での食育の推進 
 
・栄養教諭を中心としたネットワーク校への食育
支援 

教育指導課 

学校教育課 

・認定こども園における園児への食育指導 保育こども園課 

⑤働く世代にお
ける食育の推進 

・社員食堂等の給食施設に対する指導や講習会の
実施等、給食を通じた健康づくりの推進 

 
・事業所給食施設等における食育活動の実施 

県平塚保健福祉事

務所秦野センター 

・幼小中ＰＴＡ向け健康講座（食育編）の開催 健康づくり課 
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 (2) 食を通じた健康づくり 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

体重が適正な人の割合（４０～７４

歳） 
男性 ６７.１％ ７１％ 

女性 ６９.０％ ７２％ 

栄養バランスをそろえた食事をする人の割合 
(主食、主菜、副菜をそろえた食事をしている人の割合) 

※６２.８％ ７０％ 

 

【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

⑥学校における
食育の推進 

・食に関する指導の充実 教育指導課 

・児童、生徒の過体重とやせ対策 学校教育課 

⑦健康診断等に
基づく食生活改
善の推進 

・生活習慣病予防対策事業（生活習慣病予防のた
めのクッキングセミナー等）の実施  

・東海大学との協働による健康バス事業等、健康
測定会（健康相談）の実施 

健康づくり課 

・生活習慣病予防のための特定健康診査、事後の
結果説明会、栄養相談の実施  

・生活習慣病（メタボリックシンドローム）予防
対策事業（スリムアップ食事バランス講座等）
の実施 

国保年金課 

⑧良く噛んで味
わって食べるこ
との啓発活動の
推進 

・歯周病検診事業の実施  
・歯と口の健康週間における口腔ケア講演会等の
実施による普及啓発 

健康づくり課 

・幼稚園、認定こども園、小学校での歯科巡回指     
 導 

学校教育課 

保育こども園課 

・口から始まる若返り術  
・８０２０運動※１の推進 

高齢介護課 

・妊婦歯科健康診査事業の実施 
 

・乳幼児健康診査における歯科指導（７か月児、
１歳６か月児、２歳児）、幼児食と歯のセミナー
の実施 

こども家庭支援課 

⑨高齢者の低栄
養の予防に向け
た食育の推進 

・高齢者の低栄養予防のための出前講座及び予防
教室の実施  

・フレイルチェック※２事業の実施 

高齢介護課 

 

※１ ８０２０運動 
８０歳になっても２８本の歯のうち２０本以上自分の歯を保つことで健康長寿につながるという運動です。また、噛ミ

ング３０（カミングサンマル）運動は、ひとくち３０回以上噛むことを目標にしたキャッチフレーズで、食生活を支える歯
や口腔機能の健康づくりが推進されています。 

※２ フレイル（高齢期の虚弱） 
加齢とともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下した状態で、健康な状態と日常生活でサポートが必要

な介護状態の中間を意味します。 

用語説明 
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 (3) 食の安全に対する理解の促進 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

食品を選ぶとき、安全性を意識して購入す

る人の割合 
※６０％ ６５％ 

 

【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

⑩栄養成分表示
の適正化の推進 

・栄養成分表示等の活用 
 
・栄養成分表示等の普及啓発（食品の適正な栄養
成分表示の推進講習会等） 

県平塚保健福祉事

務所秦野センター 

⑪食の安全に関
する知識の普及 

・親子消費者教室、消費生活相談等食の安全に関
する知識の普及 

市民相談人権課 

・県ホームページによる食の安全に関する知識の
普及 

 
・食中毒予防キャンペーン 
 
・食品衛生講習会の開催 

県平塚保健福祉事

務所秦野センター 

⑫生産者の顔が
見える食育の推
進 

・学校給食における地場産物の導入 農業振興課 

学校教育課 

・地産地消推進事業（はだの野菜ヘルシー料理講
座等）の実施 

健康づくり課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム） 毎日朝ごはん！【朝食は 1 日の元気の素です。】 

朝食を食べると体温が上がり、脳も体も活動を始めます。また、腸への刺激により 

排便も促され、体調が整えられます。基本は「家」で、「駅ナカ」や「コンビニ」「職

場」など、生活スタイルに合わせた“自分スタイル”で朝食を食べましょう。 
  

【簡単朝食のヒント】 

○ 電子レンジ等を活用する 
蒸し野菜の調理等には電子レンジを利用することで、時間が短縮できます。野菜やハム、

ウィンナーなどをパンやホイルにのせてオーブントースターで焼けば、フライパンもいり

ません。 
 

○ 夕食のおかずを活用する 
夕食のおかずを保存しておき、温めるだけにしておけば作る時間が省けます。 

 

○ 中食を上手に活用する 
惣菜やコンビニの弁当などの調理済み食品を自宅で食べることを「中食」と言い、朝食に

利用するのも手軽で便利です。味付けが濃いものや脂肪を多く含むものも多いので、同じ

食材や同じ味付け、同じ調理法ばかりを選ばないことなどがポイントです。 
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基本目標２ 食を大切にし、豊かなこころを育みます 

       ～共食によるコミュニケーション推進～ 

食を楽しむことは食育の第一歩です。家族と一緒に食事をする機会によ

り、食の楽しさが実感できるとともに、コミュニケーションが深まります。

また、食に関する様々な経験から食に対する関心を深め、豊かな心を育み、

家庭の味や地域の食文化を伝えていくための取組を推進します。（１）食を

通じたコミュニケーションの確保、（２）食に関する様々な体験の充実、

（３）食の伝統技術や文化の継承を基本の方向性として定め、食育を推進し

ます。 
 

 (1) 食を通じたコミュニケーションの確保 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

１日に１回以上、家族の誰かと食事をす

るようにしている人の割合 
※９８％ １００％に近づける 

 

【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

①食育の日の啓
発活動の推進 

・「毎月１９日ははだの市民の食育の日、家族そ
ろって食べようＤＡＹ！」の普及啓発 

 
・食育月間における家族団らんと共食の推進 

こども家庭支援課 

教育指導課 

保育こども園課 

・庁内ポータルサイト掲示板及びホームページで
の食育の普及啓発 

こども家庭支援課 

②給食（共食）
を通じたコミュ
ニケーションの
促進 

・体験給食等における異年齢児交流の促進 
 
・給食試食会における保護者等との交流の促進 

教育指導課 

保育こども園課 

・市民団体が実施する「みんなの食堂」等の事業
の支援 

子育て総務課 

・市民主体によるデイサービスなど、介護予防事
業における交流の実施 

高齢介護課 
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 (2) 食に関する様々な体験の充実 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

体験型農業の拡充（観光農業など体験型農業

の参加区画数） ３４４区画 ３７５区画 

食に関する体験活動に参加したことがある

人の割合 
※２６.８％ ４０％ 

 

【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

③家庭における
食農体験の推進 

・体験型農業の利用促進 農業振興課 

・ふれあい農園事業の実施 高齢介護課 

④幼稚園、認定
こども園、小学
校、中学校の農
業体験等の促進 

・認定こども園における栽培活動や調理保育の
実施 

保育こども園課 

・幼稚園における農業体験活動の促進 
 
・小学校、中学校における農業等体験活動の促
進と調理の実施 

教育指導課 

⑤地域との連携
による食の体験
活動の促進 

・幼稚園、保育所、認定こども園児を対象とし
た食の体験活動の促進  

・生産者グループ協力による「親子地場産野菜
教室（教育ファーム）」等の実施  

・市内企業と地域との連携による食育 

農業振興課 

⑥観光農業など
体験型農業の推
進 

・観光農業・体験型農業の実施  
・農産物の生産者等と市民との交流 

農業振興課 
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 (3) 食の伝統技術や文化の継承 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

食育に関心がある人の割合  ※６６.８％ ８０％ 

 

【取組】 

基本施策 内容 担当課 

⑦給食における
和食や郷土料理
等の導入の促進 

・小学校、中学校の給食における和食や郷土料
理等の導入の促進  

・農業生産者等による総合的な学習による食育
活動の実施 

学校教育課 

・農業生産者等の協力による食育活動の実施  
・JAはだの女性部の協力による、ふるさと料理
教室の実施等幼稚園における郷土料理作り等
の推進 

教育指導課 

・認定こども園給食における和食や郷土料理等
の導入の促進 

 
・認定こども園等における郷土料理づくり等の
推進 

保育こども園課 

⑧地域における
郷土料理、和食
等の食文化継承
の促進 

・地元に伝わる料理を学ぶ「ふるさと料理教
室」による郷土料理や和食等の食文化継承の
促進 

生涯学習課 

・県人会活動の支援 市民活動支援課 

・アイディア料理コンテスト等の実施支援（郷
土料理等の普及啓発） 

こども家庭支援課 

農業振興課 

 

・地産地消月間の実施 
 

農業振興課 

 

 

 

 

 

 
 
 

コラム） アイディア料理コンテスト 

 市内の小、中学生を対象に、伝統的な郷土料理に 

加え、秦野の特産物を使った創意工夫あふれるオリ 

ジナル料理を募集し、はだのっ子の健やかな食生活 

の実現と秦野の食文化の継承を図るため、食生活改 

善推進団体の主催により実施しています。 
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基本目標３ 自然の恵みに感謝し、活力あるくらしをみ

んなでつくります 

～食でつなぐまちづくり～ 

 

丹沢の自然を大切にし、秦野の豊かな自然の下に育まれた地場産物の積極

的な利用や、食べ残しなどの廃棄を減らすことは、地産地消の推進や環境負

荷の軽減につながります。地域で生産されたものをその地域で消費する地産

地消により、新鮮で栄養が損なわれず、おいしい食品を食べることができ、

生産者と消費者との交流促進にもつながります。また、食育活動を充実さ

せ、食育の定着を図っていくためには市民、大学、企業、行政の新たな連携

や、引き続き地域に密着したボランティアの力が必要です。環境に配慮し、

自然の恵みや食に感謝する心を育むとともに、食でつながるまちづくりを推

進するため、（１）地産地消の推進、（２）食料生産における環境への配慮、

（３）食育を担う人材の確保・育成、ネットワークの推進を基本の方向性と

して定め、食育を推進します。 
 

(1) 地産地消の推進 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

給食食材における秦野

産野菜の使用割合※1 
認定こども園 ※2７.１％ １０％ 

小学校 ※3３７.２％ 
５０％ 

中学校 - 

地場産物を積極的に購入したいと思ってい

る人の割合 
※７５.８％ ８０％ 

※１ 秦野産野菜の使用割合は、対象品目において秦野産野菜を年間総使用量の５０％

以上使用した品目の割合として算出 

※２ 令和２年４月から１０月までの値 

※３ 令和元年度の小学校給食における秦野産野菜の使用実績を、※１の条件で算定し

た数値 
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【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

①秦野優良農産
物等登録認証制
度の充実 

・安心、安全な品質が保持された市内農産物の
認定登録及びマークの表示 

農業振興課 

②給食における
地場農産物の利
用促進 

・小学校、中学校の給食における地場農産物の
活用促進 

 
・学校給食関係者と生産者との交流の促進 

学校教育課 

農業振興課 

③地産地消を支
える農業の推進 

・はだの産農産物応援サポーター制度の実施
（事業所、個人）  

・市民農園の利用促進 
 
・「農」の担い手育成支援 

農業振興課 

 

 (2) 環境に配慮した食育の推進 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

可燃ごみ年間排出量 ３４,８３６ｔ ３３,６００ｔ 

学校給食の残食率 小学校 ２.２％ 
２.２％ 

中学校 - 

 

【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

④ごみ減量に配
慮した食生活の
促進 

・食べ残しなどの無駄を減らし、廃棄の少ない
食事作りなど、家庭でできる食品ロス削減の
啓発 

 
・飲食店における適正注文、持ち帰りなどによ
る、食べ残しを減らすための取組の実施 

 
・「もったいない」の意識の浸透を図るため、食
品ロスの現状や削減に向けた情報発信 

環境資源対策課 

⑤水や環境に配
慮した体験活動
の推進 

・食を通じて水や環境について考え、これらを
大切にする気持ちを育み行動を広げる取組
（「秦野名水」やその歴史等に触れる機会及び
「はだのエコスクール」などの環境学習）の
推進 

環境共生課 

経営総務課 

⑥環境に配慮し
た農業の推進 

・ＧＡＰ（農業生産工程管理）による環境にや
さしい農業の推進 

農業振興課 
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⑦（再）幼稚
園、認定こども
園、小学校、中
学校の農業体験
等の促進 

・食べ物を大切にする心を育み、給食等の食べ
残しを削減する取組の実施 

教育指導課 

保育こども園課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 (3) 食育を担う人材の確保・育成、ネットワークづくり
の推進 

【評価指標】 

指標 現状値 目標値 

市民主体の食育推進に関わるボランティア

の活動回数 
１,１２８回 １,１３０回 

 

【取組】 

基本施策 主な内容 担当課 

⑧学校等におけ
る食に関する指
導体制の充実 

・食育担当者会議等の実施  
・栄養教諭を中心としたネットワークづくりの
推進 

教育指導課 

学校教育課 

コラム） 食品ロスって？ 

「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨てられてしまっている食べ物のことです。日本では

年間６２１万トン（農林水産省及び環境省「Ｈ２６年度（２０１４年度）推計」）の食品ロスが

発生しており、国民１人当たりに換算すると、お茶碗約１杯分（１３４ｇ）のご飯が毎日捨てら

れていることになると言われています。 

 

もったいない！ちょっとした心がけで「食品ロス削減」 

・買い物の前に、冷蔵庫内の確認をしましょう。      

・食べる分だけ調理しましょう。 

・食べきれなかった料理は冷凍などで保存し、早めに食べましょう。 

 ・調理で残った肉や魚は、１回分ごとに分けて冷凍すると、使う時に便利です。 

・外食時には食べきれる量だけ適量注文しましょう。 

・消費期限と賞味期限を正しく理解しましょう。 
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⑨産・学・民・
官の連携による
食育活動の充実 

・東海大学による人材派遣や技術支援、秦野市
ＰＴＡ連絡協議会による事業への参加や広報
活動の協力など、市民、大学、行政が連携し
た食育活動の実施 

学校教育課 

・「未病センターはだの」における健康相談会
等、未病関連企業との連携によるセミナーの
実施 

健康づくり課 

⑩食のボランテ
ィア育成と活動
の推進 

・食生活改善推進員の養成、育成と活動支援 健康づくり課 

・食育の推進に関わるボランティアの活動支援
（デイサービス等ボランティア） 

高齢介護課 

・食育の推進に関わるボランティアの活動支援
（「みんなの食堂」等ボランティア） 

子育て総務課 

⑪食育に関する
ホームページの
充実 

・本市の食育に関するホームページの充実 こども家庭支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム） 地域で活躍 食に関わるボランティア 

○食生活改善推進団体 

 

 

 

 

○ミニデイサービス、いきがい型デイサービスの食のボランティア 

  

 

 

 

○みんなの食堂 

 

 

 

 

市の養成講座の修了生で構成され、保健福祉

センターや公民館を拠点に活動するボランティ

アです。 

デイサービスを利用する高齢者に、季節の食

材を使ったアイディアあふれる昼食を提供して

いる地域のボランティアです。 

温かい食事を提供するだけでなく、学生ボラ

ンティアや地域ボランティアが見守る中、みん

なで一緒に食事をしています。 

秦野市公式 YouTube「はだのモーピク」 

食の情報が見られます。 

秦野市ホームページ「食育」のページ 
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指標総括表 

 
<現状値は令和元年度（※は令和２年度）、目標値は令和７年度の数値> 

指標 現状値 目標値 調査方法 

基本目標１ 生涯食育の推進 

 (1)食習慣の向上 

 朝食欠食の割合 

 
３歳児 ３.６％ ０％に近づける 

３歳６か月児健診問

診票 

小学生 ６.１％ ０％に近づける 
全国学力学習状況調

査 
中学生 １０.７％ ０％に近づける 

２０～３０歳代

男性 
※２０.５％ １０％以下 

市民 Webアンケート

調査 

(2)食を通じた健康づくり 

 体重が適正な人の

割合（４０～７４

歳） 

男性 ６７.１％ ７１％ 
特定健診 

女性 ６９.０％ ７２％ 

栄養バランスをそろえた食事をす

る人の割合(主食、主菜、副菜をそろ

えた食事をしている人の割合) 

※６２.８％ ７０％ 
市民 Webアンケート

調査 

(3)食の安全に対する理解の促進 

 食品を選ぶとき、安全性を意識し

て購入する人の割合 
※６０.０％ ６５％ 

市民 Webアンケート

調査 

基本目標 2 共食によるコミュニケーションの推進 

 (1)食を通じたコミュニケーションの確 

 1日に 1回以上、家族の誰かと食

事をするようにしている人の割合 ※９８％ １００％に近づける 
食育アンケート（乳

幼児健診） 

(2)食に関する様々な体験の充実 

 体験型農業の拡充（観光農業など体

験型農業の参加区画数） ３４４区画 ３７５区画 
都市農業振興計画調

査 

食に関する体験活動に参加したこ

とがある人の割合 
※２６.８％ ４０％ 

食育アンケート（乳

幼児健診） 

(3)食の伝統技術や文化の継承 

 食育に関心がある人の割合 ※６６.８％ ８０％ 
市民 Webアンケート

調査 
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指標 現状値 目標値 調査方法 

基本目標 3 食でつなぐまちづくり 

 (1)地産地消の推進 

 給食食材における

秦野産野菜の使用

割合※1 

 

認定こども園 ※2７.１％ １０％ 給食調査 

小学校 ※3３７.２％ 
５０％ 

給食調査 

中学校 - 給食調査 

地場産物を積極的に購入したいと

思っている人の割合 ※７５.８％ ８０％ 
市民 Webアンケート

調査 

(2) 環境に配慮した食育の推進 

 可燃ごみ年間排出量 ３４,８３６ｔ ３３,６００ｔ 
秦野市ごみ処理基本

計画 

学校給食の残食率 小学校 ２.２％ 

２.２％ 

給食調査 

中学校 - 給食調査 

(3) 食育を担う人材の確保・育成、ネットワークづくりの推進 

 市民主体の食育推進に関わるボラ

ンティアの活動回数 
１,１２８回 １,１３０回 活動実績数 

※１ 秦野産野菜の使用割合は、対象品目において秦野産野菜を年間総使用量の５０％

以上使用した品目の割合として算出 

※２ 令和２年４月から１０月までの値 

※３ 令和元年度の小学校給食における秦野産野菜の使用実績を、※１条件で算定した

数値 

  

 

☆ボンチーヌの目標 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値 目標値 調査方法 

①知名度を上げる（ボンチー

ヌを知っている人の割合） 
※５０.１％ ６０％ 

食育アンケート（乳幼

児健診） 

②たくさんの人と会う（ボン

チーヌの活動回数） 
２３回 ３０回 活動実績数 

早寝、早起き、朝ごはん 

誰もが楽しい食卓で 

野山の恵みをいただきます！ 

は 

だ 

の 


